　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
原三溪の文人趣味・『出世』志向と三溪園
　　　　　　　　　　　（注）「出世」とは「塵俗を出る」の意（香取記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　関東学院大学国際文化学部比較文化学科　鄧捷
一、実業家と文化人の原三渓（一八六八―一九三九）
・横浜開港　一八五九年（安政六年）
・原三溪（本名　青木富太郎）、一八六八年（明治元年）岐阜県厚見郡佐波村（現在岐阜市柳津町）に青木久衛・琴の長男として生まれる。青木家は代々庄屋を務める豪農で、久衛は佐波村の村長、琴は南画家高橋杏村の長女。
・一二歳から日置江村の「三余私塾」に入り、日本と中国の歴史を学び、十四歳に大垣
の野村藤蔭の「鶏鳴塾」で漢詩漢文を学び、一六歳に京都に出、草場船山に経学詩文を学ぶ。故郷の私塾で日本、中国の歴史、漢詩・漢文を学ぶ。
・一七歳に東京に出る。東京専門学校（早稲田大学の前身）で政治・法律を学ぶ。二三歳で横浜の豪商原善三郎の孫娘・屋寿（やす）と結婚。一八九九年善三郎死去により原家の家業を継ぐ。絹織物・生糸の輸出と生糸の兼営（富岡製糸場など）
・一九〇二年（明治三五年）から三溪園の造園を着手（三四歳）、一九〇六年（明治三九年）外苑を開園、無料開放　　　
・多くの美術品の収集、画家への経済的支援。自身も茶、書、絵、詩、歌をたしなむ。
・詩集『三溪集』が編纂されている。
・第一次世界大戦勃発の翌年に帝国蚕糸株式会社の社長となり、蚕糸業救済に尽力する。
関東大震災の時に横浜市復興会の会長を務める。多くの公共事業に貢献した。
　・一九三〇年（昭和５年）年六月、『三溪画集』第一輯自費出版。昭和一二年第二、三輯、昭和一五年第四輯出版
　・一九三九年（昭和一四年）八月一六日に三渓園内の自宅に死去。享年七〇
二、原三渓の漢詩和歌集『三渓集』
　・『三渓集』：昭和二六年三渓第一三回忌に刊行、朝比奈宗源（別峯）（釈宗演の侍者、円覚寺の住職、駒澤大学教授）による編集
　・『三渓集』の構成：「古人迂」一（大正一二年以前）、「古人迂」２（大正一二年～一四年）、「清風集」（大正一五年～昭和元年）、「拾遺」（昭和二年～逝去）
漢詩：五言絶句八五首、七言絶句四二首、五言律詩五首、古詩一首、四言詩二首
和歌：二〇首　　　小唄：一首　　　跋文：一章　　　　　　　　　　　　　　　　　
・詩集の内容：○故郷、父母への思い　
○横浜、三渓園　
○別荘生活、山水、旅中所感、古都及び古都の伝統文化の喪失への憂い　○自己の内面・人生への観照（節目節目の「偶感」）
　　　　
三、三溪の文人趣味と三溪園
竹。梅を詠む。中国の文人趣味に倣うものの、独自な特徴が表れている。
　　
　偶　感　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),偶)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),感)　
無竹令人俗　　　　　　　竹EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),無)くんば人をしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞく),俗)ならしめ

無梅令月孤　　　　　　　梅EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),無)くんば月をしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),孤)ならしむ

種梅還洗竹　　　　　　　梅をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),種)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),還)た竹を洗い

日學古人迂　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),日)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こじん),古人)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),迂)に学ばん
○蘇軾(北宋)の詩「於潜僧緑筠軒(おせんのそうりょくいんけん)」に「可使食無肉、不可使居無竹。無肉令人瘦、無竹令人俗…（食には肉をして無ならしむ可く、居には竹をして無ならしむ可からず。肉無くんば人をして痩せしむ、竹無くんば人をして俗ならしむ…」の句がある。
○洗竹　竹藪の竹を間引く、叢竹の繁枝を切り整える。
○迂　遠い、まわり遠い道、世情にうといこと。ここでは、世間を知らない愚直な生き方を言う。、経済的効率が優先される近代に身を置く実業家の三溪は、現実社会にのみ終始することのないよう、自らを見つめ直し、古の人々の生き方を求めることを、「古人迂」と称した
　　　題畫竹　　　　　　　　画竹に題す
三溪先生漫畫竹　　　　三溪先生EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そぞ),漫)ろに竹を画く
蘆耶竹耶自不知　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あし),蘆)か竹かEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おの),自)ずから知らず
婆娑恐不人間種　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばさ),婆娑)たること　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんかん),人間)に種えられざるを恐れるも
喚得清風満意吹　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),喚)び得ん　清風意を満たして吹くを　
○竹という物質の実在感ではなく、清風という目に見えない対象を描くことができるかに苦心している。絵画の真髄に触れている三溪の姿を垣間見ることができる。
○鄭 燮（てい しょう、一六九三‐一七六六）。「揚州八怪」の一人、竹を描くことで
有名。「鄭板橋集・題画竹」：「蓋竹之躰，瘦孤高，枝枝傲雪，節節千霄，有似君子豪氣凌雲，不爲俗屈。故板橋畫竹，不特爲竹寫神，亦為竹寫生。瘦勁孤高，是其神也；豪邁凌雲，是生也。」
「風竹」　大正十三年　三溪（『三溪画集』）右詩が賛
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 觀　梅　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かん),観)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ばい),梅)　
横笛臨風人欲仙　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(おうてき),横笛)風に臨みて　人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せん),仙)にならんと欲す
看梅最好欲明天　　梅をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(み),看)るに最もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(よ),好)きはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あけ),明)なんと欲すEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(そら),天)
依微尚認前宵月　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(いび),依微)たりてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(なお),尚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(みと),認)む　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ぜんしょう),前宵)の月
碎在溪橋淸瀬邊　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(くだ),砕)けてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(けい),溪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(きょう),橋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せい),淸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せ),瀬)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(へん),辺)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あ),在)り
○三溪は、自身の住まいを有す庭園「三溪園」に梅林を造り、日常生活の中に、本詩で詠われているような世界を現実化させている。当時梅の名所であった川崎小向・横浜杉田・東京蒲田から梅を移植して完成させた。特に小向の梅は、明治天皇の御幸梅として有名であった。明治四一（一九〇八）年二月、梅樹移植の完成を祝う宴が三渓園梅林で催され、参加者は詩文、和歌、俳句、川柳、俗謡を、興に乗じて詠賦した。それらは「暗香集」という小帖にまとめたと言われる。本詩は、その宴の後の早朝を詠んだと思われる。三溪園の梅林にはせせらぎが流れ、寒霞橋がかかり、傍らには横笛庵が建てられ、本詩に詠われるような空間になっている
　　　　　掛け軸「梅図」

[image: image2]
四、出世の志向と調和の精神が宿る三渓園
　　松風閣　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しょうふうかく),松風閣)　
萬松圍一閣　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばん),万)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),松)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(いっかく),一閣)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かこ),囲)み

飛翠撲晴欄　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ひ),飛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(すい),翠)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せいらん),晴欄)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(う),撲)つ
簾為看山捲　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(すだれ),簾)は山を看ん為にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ま),捲)き　
琴當調鶴彈　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(こと),琴)は鶴を調するに当たりてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(だん),彈)ず

瓢中聖人在　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ひょうちゅう),瓢中)　聖人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(あ),在)り　　
門外世途寒　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(もんがい),門外)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(せい),世)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(と),途)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(さむ),寒)し
只有會心友　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(た),只)だEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かいしん),会心)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(とも),友)有るのみにして
詩書青眼觀　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ししょ),詩書)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいがん),青眼)もて観る

○松風閣　原善三郎(三溪の妻屋寿の祖父)が明治二十(一八八七)年頃建てた三溪園内の別荘、命名は伊藤博文。東京湾を見下ろし房総半島・三浦半島や富士山を望める絶好の場所に建ち、関東大震災で倒壊。　　
○調鶴　鶴を馴らすこと、または馴らされて舞う鶴。明・文林「博平春半述懐」に「真性不揖督郵怒、独抱瑶琴調鶴舞」の句があり、「郡の督郵(とくゆう)至る。吏曰く、応(まさ)に束帯して見(まみ)ゆべしと。潜歎じて曰く、我、豈能く五斗米(ごとべい)の為に腰を折って郷里の小児に向かわんやと。即日印綬を解いて去る」という陶淵明の故事を踏まえる。調鶴は任官を辞した隠者生活の象徴の一つ。　
○瓢中　瓢は瓢箪で作った器、中国の故事では仙人の出入り口とされる。瓢中は仙人が住む世界。　　
　　○青眼　晋の阮籍が好感のもてる人は青眼で迎え、嫌な人は白眼で迎えたという『晋書』阮籍伝の故事から、心が通い合う人を迎える喜びのまなざし。

　　○本詩には「松」と「鶴」が詠まれている。「松樹」は高潔にして閑雅な君子の趣きであり、宋代になると竹や梅とともに「歳寒の三友」として文人達に愛された。「鶴」は世俗を離れた高踏的な存在で、高士･仙人の良き伴侶であった。渓流のほとりで孤高な姿をみせることから、俗塵を洗い落した俗世超越の鳥と考えられてきた。また、鶴と琴を並列して「琴鶴」という言葉があり、唐鄭谷《贈富平李宰》の詩にある「夫君淸且貧，琴鶴最相親」のように、「琴鶴」は清高と廉潔の象徴である。松風閣は由緒ある古美術品を数多く所蔵しており、インドの詩人タゴールが訪日した際に長期逗留したこともあった。三溪にとってここは世俗を離れたところであり、詩書を読んだり書いたり、古美術品を鑑賞したり絵を描いたりする、精神上の桃源郷であった。
　　刻三溪石偈　　　三溪EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せき),石)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(げ),偈)を刻す　　　　　　

圓而不轉　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(えん),圓)にしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ころ),轉)ばず
靜而不休　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せい),靜)にして休まず
相顧相笑　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あい),相)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かえり),顧)みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あい),相)笑う
泉聲塔影　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せんせい),泉聲)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とう),塔)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(えい),影)
○そこに座った庭石は、丸いけれど決して転ぶことはない。静止しているかにみえて、息づき休むことはない。静寂の中にあって、ただ、わき出る水の瀬音だけが聞こえ、三重塔が静かに、その影を水面に映している。それぞれが、互いに心を配り、微笑み合っている。
○偈は仏の徳をたたえる韻文のことであるが、ここでは三渓園の造園哲学を語っている。現在の三溪園内には三溪石と名付けられた特定の石や偈句が刻まれた石は見当たらない。「偈を刻す」とは、実際に偈を石に刻んだのではなく、三溪園の一石一石に向けて、主人原三溪の心に「偈」、即ち彼の感性、理想と人生哲学を刻んだものと解する。三溪園が完成をみる大正期は、横浜経済界のリーダー、日本美術の支援者、そして茶人・書画詩人として、三溪の活躍は多方面に及んだ。造園は禅の世界観の表現とした夢窓疎石の禅庭に学び、また、釈宗演禅師との親交も深めた。自らの在り方・生き方についての省察を一層深める時期でもあったろう。
　　○一九八四年発行の『市民グラフ　ヨコハマ』№五〇（全ページ特集「名園・三溪園の魅力」）に掲載された寄稿文「文学散歩的三溪園」（村田邦夫氏）の中で、同漢詩を取り上げている。氏は「三溪園が名園であるのは、そこに所を得た一石にまで、主人原三溪の感性と理想とが一つの哲学として託されているからである。三溪は林泉に立つ『わたしという名の石』に自分を語らせた。」
五、三溪の生き様を包み込む三渓園
　三渓の「出世」（隠逸）の志向は、必ずしも俗世間に完全に背をむけるものではない。
第一次世界大戦勃発の翌年に帝国蚕糸株式会社の社長となり、蚕糸業救済に尽力し、関
東大震災の時に横浜市復興会の会長を務めるなど、多くの公共事業に貢献した。彼は人生の節目に「偶感」「遇吟」を作り、自分の生き方を見つめることにしていた。
偶感　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぐうかん),偶感)　
自憐霜鬢老塵機　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(みずか),自)ら憐れむ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(そう),霜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(びん),鬢)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(じん),塵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(き),機)に老ゆるを　　
四十九年昨夢非　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しじゅうく),四十九)年 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さくむ),昨夢)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),非)なり
今日猶餘江上物　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こんにち),今日)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(なお),猶)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あま),余)す　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こうじょう),江上)の物　
斜風細雨一簑衣　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しゃふう),斜風)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さい),細)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(う),雨)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(いち),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さ),蓑)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(い),衣)
　　○四九歳の作。『淮南子(えなんじ)』（漢・劉安）原道訓に、「行年五十而知四十九年非（行年五十にして四十九年の非を知る）」とあり、五〇歳前後の年齢は古くから人生の節目として認識されてきた。「江上物」は当時海のすぐそばにあった三溪園を指しているのであろう。結句「斜風細雨一蓑衣」は唐の張志和の詩「漁歌子」の「青箬笠、緑蓑衣、斜風細雨不須帰」に基づく。
○三溪数え年四九際は一九一六年（大正五）に当たり、五〇歳を迎えた大正六年は、三溪にとって特別な時期であった。長男善一郎の結婚披露宴の挙式が大正六年、その式場になる「臨春閣」の移築や自ら手掛けた茶室「蓮華院」も大正六年に完成した。また前年には「天授院」移築が完成、原家先祖代々が祀られた。この時期は、二〇年に及ぶ三溪園造園中のクライマックスであった。原家に婿入りした富太郎にとって、善一郎は原家直系の血筋をひく後継者であり、家業を無事息子に譲ることを自らの責務として、家長の人生を送ってきた。長男結婚の喜びと同時に、責任を果たして安堵感に包まれた時期でもあっ
「原三溪と日本美術」（岐阜市歴史博物館）図録　（大正乙丑秋十月　三溪併題）

　　　　　　　　　　（大正十四年五十七歳の作、本詩が賛として掲載されている）
[image: image3.emf] 


偶感　　　　　　偶感
奈何雙鬢雪　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いかん),奈何)せん　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),雙)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びん),鬢)の雪
獨對夕陽時　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),独)り対す　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せきよう),夕陽)の時
囘首望風雨　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいしゅ),囘首)して　風雨をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぞ),望)み、
打残半局棋　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),打)ちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くず),残)る　半局のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),棋)
○五七歳の作。還暦を前に人生を振り返ったときの感想を綴ったものである。
○この詩を賛とした三溪自筆の絵がある。これは三溪が「余二天ヲ愛スル事甚シ」と
言わせた宮本武蔵（二天）の絵「蓮池翡翠図」を参考にして描いた「敗荷」である。
三溪は二天の絵を「筆墨の間何等の拘束を受けず何等の責任を感ぜざるが故に別に無碍の天地を有し其情甚だ純にして其意甚だ逼らざるものあり」と評している。自身の絵「敗荷」も、細い小枝にとまって鋭い眼光で獲物を狙う翡翠が描かれ、画面下には秋が深まり枯れてしまった蓮の葉が描かれている。この絵と合わせて考えるなら、「打残半局棋」は人生の後半にさしかかる際の気持ちを詠んでいるが、それほど悲観的なものではなかろう。
原三溪「敗荷」　昭和三年　　画賛に右の詩

[image: image4]　
　　　偶吟　昭和九年　　　偶吟　昭和九年
蛟龍失水時　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりょう),蛟龍)の水を失う時
甘受蜒蜒嗤　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あま),甘)んじてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),受)く　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんえん),蜒蜒)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わら),嗤)わるを
開落有天時　　　　開落　天の時有り
東風任所吹　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうふう),東風)　吹く所にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まか),任)す
○六六歳、逝去の四年前の作。蛟龍は中国古代の想像上の動物であり、水中に住み、雲や雨に乗じて天に昇り龍になるといわれる。また、時運にめぐり会えず、実力を発揮できないでいる英雄や豪傑のたとえである。蜒蜒は蜒蚰、ナメクジのこと。人間の生の営みを自然界の花の開落にたとえて詠み、それを深く受け入れていく姿が認められる。　
　　○唐・劉禹錫「陋室銘」：「山不在高、有仙則名。水不在深、有龍則霊」。山・水に親しみ、山水に自らの精神を寄託して求めていた三溪の一生。山・水が調和して微笑みあう三渓園に、「蛟龍」のような三溪の生き様、自然のすべてを受け入れる「仙人」のような三溪の豁達さが潜んでいる。名園と言われる所以である。
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